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笹は数十年から百数十年に
たった一度だけ

一斉に開花する植物

初夏の一斉開花により大量の実を
つけた親のササは、秋に実を落とす
と、すべて枯れて死んでしまいます。
翌年の春、森の地面にササの子供
達が一斉に芽吹きます。そのあと、
⾧い時間をかけて、もとのササ原を
形成してゆくのです。

ササ

開花したササ
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ササはイネの仲間
実はおコメと同じで
人間が食べられる

日本の人々は古くから、ササの実を自然粳（ジネンゴウ）
と呼び、自然に発生する山の食べ物として注目してきました。
古文書や古い新聞記事に、その痕跡が残されています。

笹の実で炊いたご飯
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野ネズミなど森の動物たちも
ササの実を食べる

過去、ササの一斉開花で大量の実が地面に落ちたことで、
野ネズミが大発生した事件がありました。増えすぎた野ネ
ズミは食べ物が足りなくなると、人間がせっかく植えた木
や農作物を食べてしまいます。ササの一斉開花現象は、森
や人間に、恩恵だけをあたえてきた訳ではないのです。

ハタネズミ

草原性のネズミで、繁殖力が旺盛。植
物の根茎も食べてしまうため、農林業
に被害をもたらすことがあります。
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詳しくは会場で


